
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(資料)米国商務省資料より作成。 

     米国経済の成長は依然強い状況にある。成長の中心は、内需から外需に移行する形とな 

っており、内需は金利上昇によって減速していることが明確となっている。とくに、住宅 

投資が住宅ローン金利の上昇を背景に、大幅な減少となっている。デフレーターについて 

も全体としてはインフレ圧力が低下する姿となっているものの、コアのインフレは依然続 

いており、FRB が目標とする 2%を大幅に上回る状況が継続していることから、金利引き 

締め政策の方向性は足元では変化はないとみられる。 

米国経済・成長続く 
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●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 

 

 

 


